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北 見 商 工 会 議 所 

 
Ⅰ．調 査 要 領 

 
１．調査時点及び調査対象期間 
（１）調 査 時 点       平成３０年１０月１５日 
（２）調査対象期間 平成３０年７月～９月期実績および平成３０年１０月～１２月期見通しについて   

調査した。 
２．調 査 対 象             
  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 
 を往復ハガキにより調査した。 
３．回 収 状 況             
 

     企業数 
業 種 対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社 １８社 ６０．０％ 

建 設 業 ３０社 ２３社 ７６．７％ 

卸 売 業 ３０社 ２４社 ８０．０％ 

小 売 業 ３５社 ２３社 ６５．７％ 

サービス業 ２５社 １８社 ７２．０％ 

合   計 １５０社 １０６社 ７０．７％ 

 
注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 
 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ . 概   況 
 

《 全 体 の 動 き 》 
 
 平成３０年度第Ⅱ四半期<７月～９月>の北見市における業況は、前年比で「好転企業」１５．１％、

「悪化企業」３６．８％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は△２１．７となっており、前年

同期比（△８．５）との比較では１３．２ポイントの悪化傾向を示しました。また、前期調査<３０年

度第Ⅰ四半期>と比較してみると前回△２２．８→今回△２１．７と１．１ポイント好転を示していま

す。 
 今回の業況を業種別で見ると、製造業Ｄ・Ｉ値△５．５、建設業Ｄ・Ｉ値△８．７、卸売業Ｄ・Ｉ値

△４１．７、小売業Ｄ・Ｉ値△２６．１、サービス業Ｄ・Ｉ値△２２．２となっており、前年同期調査

と比較すると、製造業で２４．５、サービス業１．４ポイント好転した一方、卸売業で５８．３、建設

業１３．２、小売業７．９ポイントの悪化傾向となりました。 
特に卸売業については前年同期と比べ５８．３ポイントの大幅な悪化を示し、Ｄ・Ｉ値がプラスから

マイナスに大きく転じる結果となり、一転厳しい状況となっています。 
 来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」１５．１％、「悪化企業」４１．５％でＤ・Ｉ値△２６．

４と、前年同期見通し（△２０．９）に比べ５．５ポイントの悪化となり、厳しさが増す状況にある来

期見通しとなっています。 
 
 
 

《 業 種 別 の 動 き 》 
     

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」２７．８％、「減少企業」３３．３％、 
                    Ｄ・Ｉ値△５．５と前年同期に比べ９．５ポイントの好転とな

りました。 
 
           採   算   前年比で「好転企業」１６．７％、「悪化企業」３８．９％、 
                    Ｄ・Ｉ値△２２．２と前年同期に比べ２．８ポイントの好転と

なりました。 
 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△１６．７、生産高Ｄ・Ｉ値△１６．６、資金

繰りＤ・Ｉ値△１６．６と、前年同期に比べ業況・生産高の

Ｄ・Ｉ値で好転を示しました。 
 

２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」２１．７％、「減少企業」４３．５％、 
                    Ｄ・Ｉ値△２１．８と、前年同期に比べ４９．１ポイントの大

幅な悪化となりました。 
 
           採   算   前年比で「好転企業」２６．１％、「悪化企業」３４．８％、 
                   Ｄ・Ｉ値△８．７と、前年同期に比べて４．２ポイントの悪化

を示しました。 
 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２１．８、完成工事高Ｄ・Ｉ値△２１．８、 
                  資金繰りＤ・Ｉ値△８．７と前年同期と比べ全てで悪化傾向を

示しました。 
 
 



３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」４．２％、「減少企業」５４．２％、 
                    Ｄ・Ｉ値△５０．０と前年同期と比べ６２．５ポイントの大幅

な悪化を示し、プラスからマイナスに転じる結果となりました。 
 
             採   算   前年比で「好転企業」０．０％、「悪化企業」４１．７％、 
                    Ｄ・Ｉ値△４１．７と前年同期に比べ２９．２ポイントの悪化

を示しました。 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△３３．４、売上高Ｄ・Ｉ値△４１．６、資金

繰りＤ・Ｉ値△２０．８と前年同期に比べすべてのＤ・Ｉ値で

悪化を示す結果となりました。 
 
                

４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」１７．４％「減少企業」３９．１％、 
                  Ｄ・Ｉ値△２１．７と前年同期に比べ１．１ポイントと若干の

好転傾向を示しました。 
 
           採   算   前年比で「好転企業」８．７％「悪化企業」４７．８％、 
                  Ｄ・Ｉ値△３９．１と前年同期から３０．０ポイントの大幅な

悪化傾向を示しました。 
 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△３０．４、売上高Ｄ・Ｉ値△３０．４、資金

繰りＤ・Ｉ値△１７．４と前年同期と比べ全てのＤ・Ｉ値で悪

化傾向を示しました。 
           
 
５）サービス業   売 上 高   前年比で「増加企業」１１．１％、「減少企業」３８．９％、 
                   Ｄ・Ｉ値△２７．８と、前年同期に比べ１．７ポイントと若干

の好転を示しました。 
 
           採   算    前年比で「好転企業」２２．２％、「悪化企業」３３．３％、 
                   Ｄ・Ｉ値△１１．１と前年同期に比べ、１２．４ポイントの好

転を示しました。 
 
                     来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２７．７、売上高Ｄ・Ｉ値△３３．３、資金 

                   繰りＤ・Ｉ値０と前年同期に比べ業況以外のＤ・Ｉ値で好転傾

向を示しました。 
 



 



業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            
 

１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 得 意 先 減 少 同業者間の競合 

建 設 業 人 材 不 足 諸 経 費 増 人 件 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 

卸 売 業 諸 経 費 増 人 材 不 足 得 意 先 減 少 同業者間の競合 人 件 費 増 

小 売 業 諸 経 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 人 材 不 足 人 件 費 増 

サービス業 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 

合    計 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 

※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 
 

 全業種で見ると、前回調査の４位「得意先減少」と５位「同業者間の競合」が入れ替わり、「同業

者間の競合」が４位となった。３位以上に変動は無かった。 
業種別では、建設業以外のすべての業種で「諸経費増」が１位になっており、前回調査と同様に「諸

経費増」と「人材不足」が深刻な問題となっている。 
 前回調査同様に、原油高の影響などによるコストアップが伺われる「諸経費増」がほぼすべての業

種で課題として挙げられている。 
 
※その他及び具体的な業界の問題点の記載事項 
 
（製造） ○人手不足 
      
（建設） ○職人不足 
     
（卸売） ○運賃の値上がり 
     ○人員の確保と人材育成 
 
 

業 況 
  ※太字アンダーラインは複数企業が回答 
 

製造業   ⇒ 好転（生麺類、木製建具、農業機械金属用製品、一般機械、建設用金属製品） 
          悪化（農産物加工製造、ビール製造、松製材、印刷、石灰製品） 
 



建設業   ⇒ 好転（内線工事、冷暖房設備） 
          悪化（電気） 
 

卸売業    ⇒ 好転（なし） 
         悪化（鉄鋼、食品、米穀、製菓原材料機器、化粧品、建築資材・家具、自動車

部品、建築金物） 
 

小売業   ⇒ 好転（農業機器、家具） 
          悪化（衣服、酒、時計、ゴルフ用品、火薬・鉄砲、灯油・プロパン） 
 

サービス業 ⇒ 好転（美容） 
          悪化（ホテル、飲食、清掃、理容） 
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